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容についても否定的な評価をするだろうと考えられる。   
ただしこの予測は，溝上（1997），水間（印刷中）の結果と矛盾するものである。溝上（1997），  
水間（印刷中）では自己評価の規定要因がカテゴライズされ そのカテゴリーが自己評価との  
関連においていかに異なるかが検討されている。それによると，むしろ自己評価が肯定的な老  
の方が“言い訳”などの表出がみられ 規定要因となる自己概念を把握できていない印象を与  
えたのである。つまり，表出された内容を見る限りでは，自己評価が否定的な老の方がよく記  
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るようになると思われる。次に，否定的自己評価の場合であるが，単純に考えるとこの場合も  
否定性の程度が高くなればなるほど否定性のもつ特徴は顕著になるであろうから，否定性の程  
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方  法  
対象 関西地区の大学生2038名（男子791名，女子1241名，性別不明6名を含む）。平均年齢は  
19．7歳（SD＝1．4）。   
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結  果  
肯定的自己評価群・否定的自己評価群の設定 WHY答法において，“はい／そう思います”  
と答えた者は肯定的自己評価群，“いいえ／そうは思いません”と答えた老は否定的自己評価群  
とした。ただし，3個以上記述がなかった老は条件に合わなかったため除外した。その上で，  
肯定的自己評価群の該当者は879名，否定的自己評価群の該当者は938名であった。   











Tablel 自己評価尺度否定性次元の因子分析（肯定性次元）  
回転後の因子負荷量  
















21．私は，自分のことを周囲の人とは異なるすく－れた存在だと思い ．138  
ます  
25．私は，いろいろな点で人より優れていると感じています  ．207   ．717  
19．私は，自分のいろいろな能力について自信をもっています  ．295   ．642  




23．私は，自分自身を非常に頼もしい人間だと思います  ．350   ．520   ．393  
2．私は，時々他の人たちからうらやましがられることがあります ．150   ．420   ．199  
因子寄与率（％）  24．6   19．2  43．8  
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Table2 自己評価尺度否定性次元の因子分析（否定性次元）  
回転後の因子負荷量  















．747  ．086  
．706  ．218  
．664  ．217  
．541   ．211  
．462  ．356  
．370  ．127  






















点）を中群とした。   
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己評価群は，自己を把握できているという感覚がもてているのではないかと考えられた。   
肯定性，否定性の程度を考慮した分析においては，肯定的自己評価群についてほやはり肯定  
－116－   
水間：自己評価規定要田の表出難易度と妥当性における自己評価と自己意識の影響   
性の程度の高い者の方が有効性をより高く評価しており，自己肯定の程度が記述の有効性を高  
く評価させているようであることが示された。否定的自己評価群においては有意差がみられず，  
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